


　日本キャンプ協会では、多くの人々とキャンプの学びを共有することを目的に、1996年に第１回

日本キャンプ会議（現：キャンプミーティングインジャパン）を開催、1997年には『キャンプ研究』

の発行を始めました。それ以来、会員のみなさまから188題の実践・研究発表、111題の実践・研究

論文を寄せていただきただきました。その中には、大変興味深い発表、論文が数多く、キャンプの

発展に寄与した役割は非常に大きいものです。

　日本のキャンプを見渡すと、年間におよそ10万件ものキャンプが行われており、日本キャンプ協

会会員の方々の実践も相当な数であると推察できます。日本キャンプ協会調査研究委員会では、会

員によって生み出されるこうした数多くの実践を、発表や論文といった成果として取りまとめ、キ

ャンプを実践している方々に広く伝えていくために、その手引き書として『キャンプのあしあと～

実践報告のてびき～』を刊行することとなりました。

　この冊子は、実践報告の役割と必要性を理解するために、

　　　ステップ１：素材（データ）の集め方
　　　ステップ２：キャンプミーティングインジャパンでの発表の仕方
　　　ステップ３：『キャンプ研究』への掲載の仕方

について、詳しく解説してあります。それぞれのステップを順番に進んでいくことによって、みな

さんの実践報告を、無理なく、有意義に『キャンプ研究』に掲載する原稿にまとめることができま

す。この冊子を手にし、実践することにより、いままでつい後回しにしていた実践報告を、楽しく、

価値があるものにすることができるでしょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本キャンプ協会　調査研究委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委 員 長　　平　野　　吉　直
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投稿の必要性とその方法

例　　　　　　　　　　キャンプ研究○ー○、2008

　　　　　　　　　　　　
　　　○○を試みた△△キャンプの報告

　キャンプ太郎（キャンプ大学）・キャンプ花子（NPO キャンプ）

 　キーワード：○○、△△、□□

１．はじめに
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　キャンプミーティングインジャパンで発表しただけでは、あなたの実践の詳細な報告はその会場にいる

参加者にしか伝えられません。しかし、『キャンプ研究』などの研究誌に実践報告論文として投稿するこ

とにより、あなたの論文が日本全国のキャンプ指導者、大学研究者、行政担当者の手元に届き、より多く

の人たちが目にすることができます。また、情報の豊富さという点でも、口頭発表や抄録よりも多くのこ

とを伝えることができます。さらに、きちんと研究誌に掲載されることで、他の実践者、研究者が、引用

文献として信頼して活用することができます。あなたのキャンプの報告を、実践報告論文にすることでそ

の価値や活用性が一層高まります。

　論文を投稿するためには、論文の質を高め、読者が同じよう

に理解し活用するために、書き方や掲載に至るまで、いくつか

のルールがあります。日本キャンプ協会が発刊する『キャンプ

研究』では、A4（１頁につき約1500字）８枚までという制限が

あります。提出された論文を調査研究委員会が中心となって審

査・確認し、必要に応じて執筆者に修正が求められます。原則

的に投稿された実践報告論文はすべて掲載できるように修正・

改善を行いますが、３回目の審査・確認でも修正点が改善され

ないときは、『キャンプ研究』に掲載することができない場合

があります。これは「査読」というシステムで、信憑性のある

論文のみを掲載するためのしくみです。よって、研究誌に掲載

されたということは、それだけしっかりした実践報告の証とも

なるのです。詳しくは、『キャンプ研究』巻末の「キャンプ研

究」投稿のてびきを参照してください。

『キャンプ研究』に投稿するルール

投 稿 し よ う

７

＜投稿ルールの例：書式等に一定の決まりがある＞





わかりやすい論文の書き方

『キャンプ研究』巻末資料「原稿作成のためのステップアップ講座」より

イケてる実践報告、研究資料を書こう

1)　新たな情報が示されているか
　　　　　　　　　（メッセージは何か）
　キャンプに関連する新たな取り組みや情報を示し、

執筆者の主張したい内容をわかりやすく述べてくだ

さい。この論文を通して、読者に何を一番伝えたい

のか（伝えたいものは複数でもかまいませんが）、

明確に示してください。

2)　適切な見出しがあるか（起承転結）
　例えば、論文全体を、１．はじめに（資料の意義、

実践の動機など）、２．方法（資料の収集方法、調

査の手続き、実践内容など）、３．結果（得られた

資料、調査の結果、参加者の感想など）、４．まと

め（考察、結論、キャンプへの新たな示唆など）の

ように章立てしてください。また、必要に応じ、各

章は一定のまとまりのある内容で節立て・項立てし

てください。各章・節・項の題目は、上記の例にこ

だわらず、その内容にふさわしい見出しを付けてく

ださい。　

3)　わかりやすく簡潔な表現か
　　　　　　　　　　　　（読みやすさ）
　読者に読みやすい文章を書くために以下の点に注

意してください。

・一文が長すぎないこと。

・文章が明瞭で一義的であること。

・できる限りはっきりと言い切ること（「と思われ

　る」、「であろう」等を多用しない）。

・文章に一定のまとまりのある内容のパラグラフが

　あること。

4)　客観的な事実に基づいているか
　　　　　　　　　　　　　　（説得力）
　執筆者の考えや意見を主張することは大切ですが、

あまりにも主観的な内容に偏ったり、客観的な事実

に裏付けされていない意見だと、読者の共感は得ら

れません。また、実際に起こった具体的な出来事や、

参加者から得られた感想のような客観的な事実と、

執筆者の個人的な意見を混同しても、読者にとって

わかりづらい文章になってしまいます。

・一人称を乱用しないこと。

・過大な修飾をしないこと。

・根拠に基づかない表現をしないこと。

・意見と事実を明確に区別すること。

5)　個人名の記載に配慮すること
　　　　　　　　　　　　　（対象者の保護）
　キャンプの報告や研究方法は、できる限り具体的

に詳しく記載しなければなりませんが、参加者名、

関係者名、被験者名を記載することにより、個人が

社会的なデメリットを被ったり、不快感を感じるよ

うな記載の仕方は、絶対に避けなければなりません。

そのため、論文で個人名をあげることはほとんどな

く、個人を特定できるような団体名や組織名の記載

に関しても充分な配慮を必要とします。事例研究な

どで、個人的データを提示する必要がある場合は、

アルファベットなどの記号で対象者名を代用します。

　すべての論文は、「情報として価値がある」、「事実をきちんと報告している」、「必要事項を

過不足なく書いている」、「誰でも同じように理解できるように書いている」、「事実を客観的に

解釈できている」といった条件を満たさなければなりません。この段階で「ギブアップ」と思って

しまう人もいるかもしれません。ところが、これら全ては実践者としてキャンプを行う上で必要な

ことなのです。あなたのキャンプの特徴は何ですか？事実を参加者にきちんと伝えていますか？も

う一度同じようなキャンプをできますか？保護者はあなたの思いを受け取ってくれていますか？キ

ャンプの成果を客観的に評価できていますか？おそらく、これらができていなければ、キャンプは

続いて行かないと思います。つまり、キャンプを続けている人は、すでに論文を書く能力を備えて

おり、論文を書くことであなたの実践力をより高めることができるのです。

９

わかりやすい文章を書くために



論文作成に役立つ書籍

１０

①レポートの組み立て方
　木下是雄著　発行：筑摩書房　¥ 8 19 (税込)　IS B N ：9 78 4 4 8 0 0 8 12 16

②自己表現力の教室～大学で教える「話し方」「書き方」
　荒木晶子・向後千春・筒井洋一著　発行：情報センター出版局　¥ 1,3 6 5 (税込)　IS B N ：9 78 4 79 5 8 3 13 2 7

③知へのステップ　大学生からのスタディ・スキルズ（改訂版 ) 
　学習技術研究会編著　発行：くろしお出版　¥ 1,8 9 0 (税込)　IS B N ：9 78 4 8 74 2 4 2 4 72

④体育・スポーツ系大学生のための論文・レポートの書き方

　　～資料作りから発表まで
　国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科編　発行：アイオーエム　¥ 1,5 75 (税込)　IS B N ：9 78 4 9 0 0 4 4 2 2 9 1

⑤自然体験活動の報告書･レポ－ト･論文のまとめ方

　　学校教育の実践報告から大学生の卒業論文まで 
　日本野外教育研究会編　発行：杏林書院　¥ 2 ,3 10 (税込)　IS B N ：9 78 4 76 4 4 15 4 6 1

　どの本も大学生がレポートや論文作成を学習するためのテキストです。こうした書籍が実はたく

さん出版されています。つまり、受験勉強を乗り越え読み書きがしっかりとできる大学生でも、レ

ポートや論文を書くためには、ある程度のルールのようなものを一度勉強しないと難しいというこ

となのです。ですから、こうした本を一冊は読んでみることをおすすめします。

　①は、文章自体の構成の仕方を分かりやすく説明している点が参考になります。文庫本サイズの

小さな本なので、通勤通学の際に読むのにもおすすめです。

　②は、話し方について扱っています。報告というと書くことが中心になりますが、プレゼンテー

ションの部分も大切にしたいものです。

　①②が活字の部分が多い読み物としての書籍とすれば、③④は、図や表、解説などを含んでおり、

大学でテキストとして使われている書籍です。どちらも資料収集からレポート・論文の作成、プレ

ゼンテーションまでひと通りの手順が示されています。

　⑤は、詳細な説明も多く少々難しい内容かもしれませんが、自然体験活動をテーマにした本なの

で、キャンプに関係した報告や論文が例としてたくさん使われていて参考になると思います。



野外運動データベース（Ｒ.Ｏ.Ｐ Resources in Outdoor Pursuits）

１１

http://www.taiiku.tsukuba.ac.jp/jsss-cgi-bin/rop.index

　　　　　　　　　　　　もしくは

＜R.O.Pのトップページ＞

野外運動データベース

【利用方法】

でトップページを開きます。

「検索ページ」に「キーワード」を入力し、「検索実行」

ボタンを押すと、「検索結果」が表示されます。

お役立ち情報

論文以外の情報サイト

　野外運動データベース（R.O.P）は、日本野外教育学会が管理する、キャンプ、スキー、登山、水辺運動

及び野外での集団宿泊学習等の野外運動に関連する国内の研究論文を収録するデータベースです。このデー

タベースには、学位論文（博士・修士論文）、学術論文（各大学紀要、体育学研究、レクリエーション研究

等）、各種学会発表論文を対象としておよそ6200件が収録されています。

① 独立行政法人 国立青少年教育振興機構　「青少年教育情報ポータル」

　 http://www.niye.go.jp/kyoiku/index.html

　  青少年教育に関する情報の総合窓口です。青少年及び青少年教育関係者の方々に役立つ情報やデータベースを
　　提供しています。

② 政府統計の総合窓口「日本の統計が閲覧できる政府統計ポータルサイト」

　 http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/eStatTopPortal.do

　　従来、各府省等ごとのホームページに掲載されていた各種統計関係情報をこのサイトからワンストップで閲覧
　　できます。各府省等が登録した統計データ、公表予定、新着情報、調査票項目情報などの各種統計情報を掲載
　　しています。

③ なるほどデータ for きっず「おやくだちデータ倉庫」

　 http://www.stat.go.jp/kids/datastore/index.htm

　　統計データを年少の頃から身近なものとして利用し、理解してもらうことが統計の普及、啓発を図る上で重要
　　との認識で公開しています。グラフの下にあるボタンをクリックするだけで、画面に表示されているグラフ及
　　び表（グラフの作図原表）、掲載原データ（出典元の統計データ）をPCにダウンロードすることができます。

インターネットで
　検索できる
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